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性格特性によるターゲット層の明確化と行動最適化のための要素
⇒健常成人2,725名を対象とした大規模調査を実施。Personality Prototypeにおける統制過剰型(O型)は、
　 運動無関心層が高く、「周りの人と協力」などのキーワードが特に効きにくい傾向にあることを確認。

運動習慣
（１） 自分の健康状態に関するデータを簡単に記録し、 いつでも確認できる。

（２） 自分が実施した運動を簡単に記録することができる。

（３） 運動の経過 ・成果を実感できる情報を提示してくれる。

（４） 運動の目標設定を支援してくれる。

（５） 自分がやるべき運動を、 適切なタイミングで教えてくれる。

（６） 自分の運動に対して、専門的なアドバイスや分析結果を提供してくれる。

（７） 自分自身の未来の健康状態や体型などを知ることができる。

（８） 運動自体が楽しくできる、 または、 気分転換になる。

（９） 他のやりたいことや好きなことをしていると、 それが運動にもなる。

（１０） 生活の中でやらなければいけないことの 「ついで」 に運動ができる。

（１１） 運動が気軽に、 短時間でできる。

（１２） 運動をすると、 周りから褒められる、 認められる。

（１３） 他の人たちと励ましあいながら、 切磋琢磨しながら運動ができる。

（１４） 運動をすると、 報酬やポイント、 景品などのインセンティブがもらえる。

文脈変更によるステルス型ヘルスケア
⇒事実として、運動習慣を持つ者はなかなか増加しない。
⇒そこで主に“健康”無関心層に向けて、個々人の関心事を介して、いつの間にか身体を動かすための
　 研究開発を行っている。

健康日本21（第二次）における身体活動・運動分野目標と結果
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